
ジェネリックカルテの見方及び活用例について

【ジェネリックカルテのイメージ】

ジェネリックカルテや分析結果を地区レベルの協議会や地区医師会・地区薬剤師会等と共有し、取組を検討する。

【ジェネリックカルテの見方】
【患者の視点】患者が後発医薬品を拒否した割合と公費対象者の後発医薬品使用割合について示している。

●Ａ区・Ｄ区：患者の視点「被保険者ジェネリック医薬品拒否割合」が他の自治体に比べて高い。⇒患者への普及啓発が効果的と思われる。
被保険者に対して、差額通知やリーフレットを用いて、品質や安全性、窓口負担額の軽減・保険財政上の意義等を伝える取組を行う。
その際、子育て世代や高齢者等の年齢別に周知内容を変更する等の工夫をする。

●Ａ区：薬局の視点「一般名処方限定調剤ジェネリック医薬品使用割合」が他の自治体に比べて低い。⇒後発医薬品を調剤していない理由を踏まえ
た取組が効果的と思われる。

地区薬剤師会に対して、後発医薬品使用割合の地区別・薬効別分析結果を情報提供する。（薬局別に使用割合を見える化する 等）
地区薬剤師会と連携して、薬局で後発医薬品を調剤していない理由（患者の拒否、供給面の課題等）を把握する。 等

●Ｂ市：医療機関の視点「一般名処方率」が他の自治体に比べて低い。⇒一般名処方が進んでいない理由を踏まえた取組が効果的と思われる。
地区医師会に対して、後発医薬品使用割合の地区別・薬効別分析結果を情報提供する。
薬局で後発医薬品に変更調剤した場合の後発医薬品の確認方法など後発医薬品に関するQ&Aを掲載した「医療関係者向け手引き」（東京都作成）

を活用し、地区医師会に協力を依頼し具体的方策について検討する。 等

【薬局の視点】薬局で調剤された場合の後発医薬品使用割合と、そのうち一般名処方された場合の後発医薬品使用割合を示している。

【医療機関の視点】院内処方・院外処方の場合の使用割合を、入院・外来別に示している。参考に、院内処方率や一般名処方率についても示している。

【活用例】

※緑色が濃い場合は、他の自治体と比較して後発医薬品使用割合等が高いことや患者の後発医薬品拒否割合・院内処方率が低いことを意味している。
※赤色が濃い場合は、他の自治体と比較して後発医薬品使用割合等が低いことや患者の後発医薬品拒否割合・院内処方率が高いことを意味している。
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地域ごとの後発医薬品の使用割合について、レセプトデータをもとに、患者の状況（後発医薬品を拒否した割合）・薬局の状況（一般名処方された
場合の後発医薬品使用割合）・医療機関の状況（院内処方・院外処方の場合の後発医薬品使用割合）等を体系的に整理し、分析できるようにしたもの。

標準得点：（保険者の指標数値－東京都の指標数値）／標準偏差
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